
会員学会紹介/Introduction of Society

バイオフィードバック学会のめざすところ
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Abstract– Biofeedback is a method or phenomenon that the ability to control the inner state of body
consciously by oneself can be acquired after some training period using added external feedback
pathways. The changes in the physiological indices are detected by appropriate biological measuring
instruments, and then the internal state is assessed by them, converted into the recognizable infor-
mation and presented to the person him/herself. Biofeedback is attractive and fruitful not only as a
therapy for patients but also a research tool for brain, mind-body interactions, consciousness, learn-
ing, and so on. The Japanese Society of Biofeedback Research is a community where the researchers
and practitioners in various fields can meet, discuss and work together. The synergy of medicine, psy-
chology and engineering is expected to spread the benefit of biofeedback for the welfare of human
being.
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1. バイオフィードバックとは

私たちの心身は，外界からの刺激に反応して時々刻々
変化している．外部に向けては筋肉を動かしてそれに反
応するとともに，内部では自律神経系や内分泌機能など
を通じて体内環境を適切に調節する．
ただ，それらの多くは無意識的に操作され，意識にの

ぼるのはごく一部であるため，日常では，体内状態を意
識的に変化させる事態や必要性はほとんどない．しかし，
そのような体内状態を適切な計測器によって測定し，そ
の情報を画像や音など感覚刺激の形で自らが意識できる
ように提示することにより，従来制御不可能と考えられ
ていた身体の諸機能を，意識的に制御することが可能だ
と分かってきた [1]．このように，意識にのぼらない情報
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Fig. 1: Concept of Biofeedback

を工学的な手段を用いて意識上にフィードバックして，
体内の状態を意識的に調節できるようにする技術や現象
を総称して，「バイオフィードバック」と呼んでいる．
具体的には Fig. 1に示すように，体外に置かれたバイ

オフィードバック装置により，ターゲットとなる体内状
態（通常，自身では感知できない）をまずセンサにより
検出し，その情報を分かりやすい形に変換・加工し，本
人に提示する．本人は目や耳などの感覚受容器から入っ
たその情報をもとに，体内状態が望ましい方向に変化
するよう，意識上で努力する．最初は全然思い通りに行
かないが，この努力を続けていくうちに，何らかのきっ
かけで方向感がつかめるようになり（これを「気づき」
と呼ぶ），さらにこの訓練を重ねることにより，やがて
はバイオフィードバック装置の助けを借りなくても，そ
の体内状態を意識的に制御できるようになる．この時点
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で，意識上と意識下の間に何らかの学習が成立したと考
えられる．これら一連の流れがバイオフィードバックの
手続きである．
バイオフィードバックはすでに多くの分野で応用され

ている．まず，バイオフィードバック療法として，気管
支喘息，高血圧，不整脈，頭痛，てんかん，手足の冷え，
過敏性腸症候群，円形脱毛症,自律神経失調状態など種々
の病態の治療やその予防に用いられている．また，日常
の心身の状態を快適に保っておくためのリラクゼーショ
ンや健康増進，競技を前にした運動選手の心身の管理や
精神集中のために，バイオフィードバック訓練が活用さ
れている．また，脳血管障害後のリハビリテ－ションや
失禁予防にも有用であり，日本が直面している高齢社会
における福祉面でも大きな期待が寄せられている．

2. バイオフィードバック学会の概要

日本バイオフィードバック学会 [2]は，「バイオフィー
ドバック」を中心テーマとする学会で，30年以上の歴
史がある（Table 1参照）．学会員は約 300名で，バイ
オフィードバックというものの性格から，多くの分野か
ら幅広い人々が参加しているのが特徴である．医師をは
じめとする医療関係者，工学研究者や技術者，心理学者
や心理療法実践家，スポーツ関係者，教育関係者などで
ある．
主な活動として，毎年一回の学術総会と二回の講習会

を開催するとともに，機関紙「バイオフィ－ドバック研
究」を発刊している．さらに，学会資格として「バイオ
フィードバック技能師」を認定している．
また，関連学会間のつながりとして，横断型科学技術

研究団体連合だけでなく，医学・心理学系の分野横断的
な学会連合である日本心理医療諸学会連合や日本心理学
諸学会連合にも加盟し，他学会との交流を進めたり，学
会連合として政策提言を行うなどの社会的活動を行って
いる．

3. バイオフィードバック学会のめざすところ
3.1 学会の取り組み

横幹連合のホームページに掲載されている会員学会
図 [3]で，バイオフィードバック学会のキャッチコピー
は，「工学と医学と心理学が出会うところ」となってい
る．このコピーが示すとおり，本学会では，発足当初よ
り，この三分野の研究者が集い，対等な立場で分野を超
えて交流し，当たり前のこととして横断的な研究活動を
実践してきた．単に分野の異なる専門家が集まるだけで
なく，互いに専門外の分野に深く関わりあうことによっ
て，バイオフィードバックという複雑な現象に迫ってき
たと言える．本学会では当初より，役員がある分野に偏
らないようその選出方法をくふうしたり，学会事業に各
分野の会員がバランスよく参画できるようにするなど，

Table 1: History of Japanese Society of Biofeedback Research

1973年 バイオフィ－ドバック研究会発足，第１回研究会開催

1983年 学会名を「日本バイオフィ－ドバック学会」と改める

1988年 学会認定資格「認定バイオフィードバック技能士」制度発足

1993年 国際会議「Third International Conference on Behavioral Self-
Regulation and Health」を開催

2003年 学会認定資格の呼称を「認定バイオフィードバック技能師」
に変更

各分野の協調や共通認識の形成を可能にする独自な方
法や制度の整備を図り，定着させる努力を続けてきてき
た．幸いにもそれがよい方向に回転しており，さまざま
な形でのシナジーの方法論が，経験を通じて蓄積されて
いる．これは，まさに横幹連合の思想につながるものと
考えられる．

3.2 バイオフィードバックの普及に向けて
これまで述べてきたように，バイオフィードバックに

は大きな可能性があるが，現実にはその裾野の広がるス
ピードは期待したほど速くない．それにはいくつかの理
由がある．バイオフィードバック療法の日本での普及を
妨げるものとして，1)保険診療制度，2)手ごろなバイ
オフィードバック機器がないこと，3)臨床研究が少なく
Evidence-Based Medicine (EBM)としての評価が不十分
であること，4)実践者の不足，専門家教育の不足，5)薬
にたよりがちな日本人の特性などが挙げられる [4]．本
学会の資格認定制度は 4)への対策をめざしたものであ
るが，まだ人数も少なくて充分に機能しておらず，今後
の努力が必要である．米国では，バイオフィードバック
は補完・代替医療の一つとして確実に根付いている．他
の治療法と合わせて統合的な治療を行うには，医師だけ
でなく，看護師，介護士，心理療法士などの協働が必要
である．同時に，患者や潜在的な患者（未病者）にも広
くバイオフィードバックに関する正しい知識や情報を伝
えていかなければならない．学会では学会員以外も対象
とした講習会やホームページによる情報提供を進めて行
く予定である．
専門家によるバイオフィードバック療法だけでなく，

日常生活での訓練の実践を促すには，誰にでも簡単に使
えるツール（機器・システム）が欠かせず，工学者への
期待は大きい（Table 2参照）．
この中には，要素技術として，あるいは他の用途とし

ては実用化し普及段階にあるのに，バイオフィードバッ
クのツールとしては，取り入れられていないものも多々
ある．この壁を越えるために何ができるか，工学・医学・
心理学のシナジーに期待される．

3.3 バイオフィードバックの魅力
工学者から見たバイオフィードバックの魅力は，開

発した技術や機器をバイオフィードバック療法やバイ
オフィードバック研究に役立ててもらうということだけ
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Table 2: Technologies involved in biofeedback

技術 実現課題

生体計測技術 無侵襲 � 無拘束 � 非接触

信号処理技術 ノイズ対策，アーティファクト分離，リア
ルタイム信号処理

モデリング 生体モデルに基づいた解析，モデルに基づ
いたフィードバック情報生成

マルチメディア，
バーチャルリアリティ

フィードバック情報生成と提示
多感覚刺激，臨場感創出

実装技術 モバイル，ウエアラブル
電源供給

人工知能技術 訓練プログラム策定支援

ヒューマンインタフ
ェース

個人適応，誰にでも簡単に楽しく使えるイ
ンタフェース

ネットワーク技術 個人データの一元管理
時間と空間を越えたサポート
場（コミュニティ）の提供

ではない．脳という高度で複雑なシステムに，バイオ
フィードバックという手法でメスを入れることにより，
その仕組みに少しでも迫り，工学的モデルを考え，さら
にはその知見を人工的なシステムの構築に活かせるか
もしれないという魅力がある．とくに，バイオフィード
バックにおいて，意識の上と下にまたがる学習がどのよ
うな過程を経て実現するのか，またこれを通して，心と
身体の相互作用が，悪循環を脱して良い相乗効果を及ぼ
しあう状態に転化できるのかに興味をそそられる．バイ
オフィードバックは，意識とは何か，学習とは何かを科
学的に追求する強力な方法論となり得る．工学者のみな
らず，心理学，基礎医学分野の研究者にとっても同様で，
臨床家にとってもバイオフィードバックの機序を解明す
ることは治療方法の確立にとって重要な課題である [5]．
脳磁気計測や f-MRI，NIRSなど，脳活動を非侵襲で捉
え，その刻々の変化をリアルタイムにイメージングする
技術を駆使した研究に期待が寄せられている [6]．

4. バイオフィードバックの発展

バイオフィードバック学会では，その扱う領域をこれ
までに述べてきた狭義のバイオフィードバックに限定せ
ず，心身にわたる意識変容をさらに一般的に扱おうとい
う動きもある．自分の状態への「気づき」と「情動」や
「意欲」の発現，それらに「動機付け」された行動の「制
御」や「変容」の過程の測定や解明に尽力し，このルー
プが有効に働くことを支援する手法や技術を考えよう
という方向である．さらに一人のヒトの中でのフィード
バックループだけでなく，医療では患者と治療者，介護
場面では要介護者と介護者，日常生活では本人と家族や
コミュニティのメンバーの間での情報共有を実現し，相
互作用によって行動変容を促すという拡張も考えられて
いる．
バイオフィードバック学会で蓄積された知見やノウハ

ウは，ブレインマシンインタフェースにおける効率のよ

い学習方法の開発に，また，ヒトとロボットが共存する
社会において，ヒトだけでなくロボットの教育方法の研
究にも役立つのではないかと期待している．
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